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◇
負

荷
率

に
つ

い
て
 

負
荷

率
：
一

日
平

均
給

水
量

と
一

日
最

大
給

水
量

の
比

  負
荷

率
は

給
水

量
の

変
動

の
大

き
さ

を
示

す
も

の
で

あ
り

、
１

０
０

％
に

な
れ

ば
年

間
を

通
じ

て
同

じ
給

水
量

と
な

る
て

、
同

じ
給

水
量

と
な

る
。

【
水

道
施

設
設

計
指

針
（
日

本
水

道
協

会
）
よ

り
】
 

   
計

画
負

荷
率

の
設

定
に

当
た

っ
て

は
、

長
期

的
傾

向
を

把
握

す
る

と
と

も
に

過
去

の
実

績
値

や
給

水
人

口
規

模
別

負
荷

率
、

さ
ら

に
他

の
類

似
都

市
と

の
比

較
を

行
い

、
気

象
に

よ
る

変
動

条
件

に
も

十
分

留
意

し
て

計
画

値
を

決
定

す
る

も
の

と
す

る
変

動
条

件
に

も
十

分
留

意
し

て
計

画
値

を
決

定
す

る
も

の
と

す
る

。

負
荷

率
設

定
に

あ
た

っ
て

の
留

意
事

項
負

荷
率

設
定

に
あ

た
っ

て
の

留
意

事
項

    ・
負

荷
率

は
、

一
般

に
、

天
気

・
気

温
等

の
気

象
条

件
、

曜
日

、
渇

水
、

都
市

の
性

格
、

生
活

様
式

、
企

 
 

業
活

動
等

の
社

会
条

件
な

ど
、

様
々

な
要

因
が

複
合

的
に

影
響

し
て

変
動

す
る

と
考

え
ら

れ
て

い
る

。
 

  ・
近

年
の

傾
向

の
み

に
と

ら
わ

れ
て

計
画

負
荷

率
を

設
定

し
た

場
合

、
過

去
に

発
生

し
た

最
低

規
模

の
 

 
負

荷
率

と
同

様
の

状
況

が
生

じ
た

と
き

に
、

安
定

的
な

給
水

を
行

う
こ

と
が

困
難

と
な

る
恐

れ
が

あ
る

。
 

  ・
計

画
負

荷
率

は
過

去
の

実
績

や
給

水
の

安
定

性
等

を
総

合
的

に
勘

案
し

て
設

定
さ

れ
る

の
が

一
般

的
計

画
負

荷
率

は
過

去
の

実
績

や
給

水
の

安
定

性
等

を
総

合
的

に
勘

案
し

て
設

定
さ

れ
る

の
が

般
的

 
 

 
で

あ
る

。
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・
回
収
率
は
全
体
で
み
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と
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ね
横
ば
い
の
傾
向
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あ
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。
 

・
特
に
基
礎
資

材
で
は
回
収
率
は
８
０
％
後
半
ま
で
達
し
て
い
る
。
 

（
注

）
加
工
組
立
、
基
礎
資
材
、
生
活
関
連

の
３
業

種
の
数

値
は
平

成
２
１
年

度
需

要
実
績

調
査
の

３
業
種
の
割
合
か
ら
推
計

し
た
も
の

 
想 定 値 
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用
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／
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占
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い
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。
 

・
生
活
関
連
の
回

収
率
が
上
昇
し
た
と
し
て
も
使
用
水
量
に
大
き
な
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が
な
い
。
 

（
注

）
加
工
組
立
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基
礎
資
材
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生
活
関
連
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３
業

種
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数

値
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平

成
２
１
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度
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推
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国
で

は
地

域
実

情
を

踏
ま

え
つ

つ
各

県
が

需
要

想
定

に
使

用
し

た
デ

ー
タ

算
出

根
拠

等
が

妥

◇
全

部
変

更
時

（
Ｈ

１
６

）
に

お
け

る
需

要
想

定
の

考
え

方
①

 

○
各

県
が

需
要

想
定

に
用

い
た

実
績

デ
ー

タ
の

確
認

国
で

は
、

地
域

実
情

を
踏

ま
え

つ
つ

、
各

県
が

需
要

想
定

に
使

用
し

た
デ

タ
、

算
出

根
拠

等
が

妥
当

で
あ

る
か

と
い

う
視

点
か

ら
検

証
を

行
う

。
 

○
 

各
県

が
需

要
想

定
に

用
い

た
実

績
デ

ー
タ

の
確

認
 
  ・

各
県

が
最

新
実

績
（

木
曽

川
水

系
で

は
平

成
12

年
度

ま
で

）
を

用
い

て
い

る
こ

と
の

確
認

 
 

 ・
各

県
が

用
い

た
実

績
デ

ー
タ

の
出

典
、

内
容

等
を

確
認

 
  ○

国
に

お
け

る
推

計
値

と
各

県
の

想
定

値
の

比
較

検
討

○
 

国
に

お
け

る
推

計
値

と
各

県
の

想
定

値
の

比
較

検
討

 
 
・

国
に

お
い

て
、

各
県

に
共

通
し

て
使

え
る

将
来

需
要

推
計

モ
デ

ル
を

設
定

し
、

独
自

に
将

来
需

要
を

推
計

 
 

 ・
各

県
の

需
要

想
定

値
と

国
の

推
計

値
を

、
推

計
条

件
の

違
い

を
明

ら
か

に
し

つ
つ

比
較

検
討

 
 
 

 
 

 
（
水

道
用

水
に

お
け

る
比

較
検

討
の

例
）
 

     

県
 

国
 

将
来

人
口

各
県

の
施

策
等

、
地

域
の

実
情

を
踏

ま
え

て
推

計
国

立
社

会
保

障
・
人

口
問

題
研

究
所

が
全

国
共

通
の

       

将
来

人
口

 
各

県
の

施
策

等
、

地
域

の
実

情
を

踏
ま

え
て

推
計

 
国

立
社

会
保

障
人

口
問

題
研

究
所

が
全

国
共

通
の

手
法

に
よ

り
算

出
し

た
人

口
推

計
値

を
用

い
て

推
計

 

対
象

と
な

る
水

道

上
水

道
の

普
及

率
が

低
い

こ
と

を
考

慮
し

、
上

水
道

事
業

と
簡

易
水

道
事

業
（
規

模
の

小
さ

い
水

道
）
を

対
象

 
水

源
を

河
川

に
頼

る
上

水
道

事
業

（
規

模
の

大
き

い
水

道
）
の

み
を

対
象

    ○
 

各
県

の
需

要
想

定
の

妥
当

性
を

検
証

 
・
各

県
の

推
計

条
件

は
よ

り
地

域
の

実
情

を
反

映
で

き
る

も
の

と
認

め
ら

れ
る

た
め

各
県

の
需

要
想

定
値

を
採

用

水
道

 
業

簡
易

水
道

事
業

（
規

模
さ

水
道

）
を

対
象

水
道

）
を

対
象

 
 
 

各
県

の
推

計
条

件
は

、
よ

り
地

域
の

実
情

を
反

映
で

き
る

も
の

と
認

め
ら

れ
る

た
め

、
各

県
の

需
要

想
定

値
を

採
用
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更
時

（
Ｈ

１
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需
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想
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考
え

方
②

 

各
県

は
、

一
般

的
な

統
計

学
的

手
法
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よ

り
推

計
し

た
数

値
（
水
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用

水
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平

均
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用
水
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工
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用
水
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で
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１

出
荷
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当
た
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を
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安
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水
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水
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給
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ロ
ス
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慮
し
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、
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（
推

計
）
 

国
・
県

の
経

済
見

通
し

を
基

に
推

計
 

【
需

要
想

定
】
 

木
曽

川
水

系
の

依
存

量
淡

水
補

給
水

量
 

の
合

計
（
推

計
）
 

38
,9
15

,2
41

百
万

円
 

１
出

荷
単

位
当

た
り

の
 

淡
水

補
給

水
量

（
推

計
）
 

9
8㎥

/日
/億

円
3,
80

6千
㎥
/日

 

う
ち

、
工

業
用

水
道

に
 

依
存

す
る

分
（
推

計
）
 

1,
72

7千
㎥
/日

 

18
.8
1㎥

/s
 

24
.4
0㎥

/s
 

（
2
10

8
2千

㎥
/日

）

木
曽

川
水

系
の

依
存

量

他
水

系
の

依
存

量

一
日

最
大

 
取

水
量

 

9.
8㎥

/日
/億

円
 

一
般

的
な

統
計

学
的

手
法

に
よ

り
推

計
 

負
荷

率
（
平

均
と

最
大

の
乖

離
）
、

取
水

か
ら

給
水

ま
で

の
ロ

ス
率

を
考

慮
 

（
2,
10

8.
2千

㎥
/日

）

5.
59

㎥
/s
 

他
水

系
の

依
存

量

水
の

再
利

用
を

考
慮
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１
．
水
道
用
水
の
需
要
想
定
方
法

(1
)需

要
想

定
方

法
項
目

長
野
県

岐
阜

県
三
重
県

（
参

考
）
国

土
交

通
省

水
資

源
部

　
上

水
道

及
び
簡

易
水

道
を
対

象
と
し
て
、
長
野
県
が
H
1
2
に
水
道
整

備
基

本
構

想
を
策

定
す
る
た
め
に

検
討

し
た
際

の
試

算
値

等
を
基

に
推
計

　
上

水
道

及
び
簡

易
水

道
を
対

象
と
し
て
、
地

域
区

分
（
岐

阜
地

域
、

大
垣

地
域

、
可

茂
・
益

田
地

域
、
東

濃
地
域
）
ご
と
に
、
H
元
～
H
1
0
実

績
に
基
づ
い
て
推
計

　
上

水
道

を
対

象
と
し
て
、
各

県
の

需
要
想
定
エ
リ
ア
ご
と
に
、
S
5
5
～

H
1
2
実
績
に
基
づ
い
て
推
計

愛
知

県
（
名

古
屋

市
を
除

く
）

名
古

屋
市

行
政
区
域
内
人
口

　
水

道
整

備
基

本
構

想
に
お
け
る

試
算
値

　
各

市
町

村
ご
と
に
時

系
列

傾
向

分
析
に
よ
り
推
計
し
、
合
計
値
が

県
人
口
フ
レ
ー
ム
（
H
1
3
に
岐
阜
県

が
策
定
）
の
中
位
推
計
に
合
う
よ
う

に
補
正

　
国

立
社

会
保

障
・
人

口
問

題
研

究
所

の
県

別
の

将
来

人
口

を
基

に
算

出

　
コ
ー
ホ
ー
ト
要
因
法
に
よ
り
算
出

　
県
の
人
口
フ
レ
ー
ム
を
参
考
に

算
出

　
各

県
ご
と
に
、
国

立
社

会
保

障
・

人
口
問
題
研
究
所
の
県
別
の
将

来
人
口
を
基
に
算
出

水
道
普
及
率

　
水

道
整

備
基

本
構

想
に
お
け
る

給
水
人
口
及
び
行
政
区
域
内
人
口

の
試
算
値
を
用
い
て
算
出

　
市

町
村

の
統

合
計

画
、
未

普
及

地
域

解
消

計
画

を
考

慮
し
、
市

町
村
ご
と
に
上
限
値
1
0
0
%
の
ロ
ジ
ス

テ
ィ
ッ
ク
曲
線
に
よ
り
推
計

　
平

野
部

は
1
0
0
%
と
設

定
し
、
山

間
部
は
時
系
列
傾
向
分
析
に
よ
り
算

出

　
1
0
0
%
と
し
て
設

定
　
1
0
0
%
と
し
て
設

定
　
各

県
ご
と
に
、
上

限
1
0
0
%
の

ロ
ジ

ス
テ
ィ
ッ
ク
曲
線
に
よ
り
推
計

家
庭
用
水
原
単
位

　
需
要
想
定
エ
リ
ア
の
上
水
道
の

H
8
～
H
1
2
平
均
値
を
採
用

　
上

水
道

は
、
地

域
区

分
ご
と
に
、

時
系
列
傾
向
分
析
に
よ
り
推
計
。

簡
易

水
道

は
、
水

道
事

業
ご
と
に

上
限
3
0
0
L
の
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ッ
ク
曲
線

に
よ
り
推
計
。

　
平

野
部

は
、
飲

料
・
洗

面
・
手

洗
、
水

洗
便

所
、
風

呂
、
洗

濯
、
そ

の
他

の
用

途
別

に
推

計
。
山

間
部

は
、
有

収
水

量
原

単
位

を
時

系
列

傾
向
分
析
に
よ
り
算
出
。

　
H
2
～
H
1
2
を
回
帰
期
間
と
す
る
重

回
帰
モ
デ
ル
（
説
明
変
数
は
世
帯

構
成
人
員
及
び
一
人
当
た
り
消
費

支
出
）
に
よ
り
算
出

　
地

域
区

分
ご
と
に
、
時

系
列

傾
向

分
析
に
よ
り
推
計
（
一
部
補
正
）

　
各

県
ご
と
に
、
S
5
5
～

H
1
2
を
回

帰
期
間
と
す
る
重
回
帰
モ
デ
ル
（
説

明
変

数
は

人
口

当
た
り
所

得
、
水

洗
化

率
、
高

齢
化

比
率

及
び
冷

房
度
日
）
に
よ
り
算
出

都
市
活
動
用
水
有
収
水
量

　
一

日
平

均
有

収
水

量
の

想
定

値
及

び
都

市
活

動
用

水
、
工

場
用

水
の
有
収
水
量
の
H
8
～
H
1
2
実
績
値

を
基
に
算
出

　
地

域
区

分
ご
と
に
、
時

系
列

傾
向

分
析
に
よ
り
推
計

　
平

野
部

は
、
都

市
活

動
用

水
原

単
位
を
時
系
列
回
帰
分
析
に
よ
り

算
出

し
、
人

口
を
乗

じ
て
算

出
。
山

間
部

は
、
該

当
な
し
。

（
昼

間
人

口
）
×

（
営
業
用
水
原
単

位
）
に
よ
り
算
出
。
営
業
用
水
原
単

位
は
、
H
6
～
H
1
2
を
回
帰
期
間
と

す
る
重
回
帰
モ
デ
ル

に
よ
り
推
計
。

　
地
域
区
分
ご
と
に
、
H
1
2
実
績
値

と
同
値
と
設
定

　
各

県
ご
と
に
、
S
5
5
～

H
1
2
を
回

帰
期
間
と
す
る
重
回
帰
モ
デ
ル
（
説

明
変

数
は

課
税

対
象

所
得

額
、
景

気
総
合
指
数
遅
行
及
び
冷
房
度

日
）
に
よ
り
算
出

工
場
用
水
有
収
水
量

　
一

日
平

均
有

収
水

量
の

想
定

値
及

び
都

市
活

動
用

水
、
工

場
用

水
の
有
収
水
量
の
H
8
～
H
1
2
実
績
値

を
基
に
算
出

　
地

域
区

分
ご
と
に
、
時

系
列

傾
向

分
析
に
よ
り
推
計

　
平

野
部

は
、
時

系
列

回
帰

分
析

に
よ
り
算

出
。
山

間
部

は
、
該

当
な

し
。

（
工

業
出

荷
額

）
×

（
工
場
用
水
原

単
位
）
に
よ
り
算
出
。
工
場
用
水
原

単
位

は
、
S
5
5
～

H
1
2
の

う
ち
大

渇
水
を
除
く
年
に
お
け
る
実
績
の
最

小
値

を
採

用
。

　
地
域
区
分
ご
と
に
、
H
1
2
実
績
値

と
同
値
と
設
定

　
各

県
ご
と
に
、
工

業
用

水
補

給
水

量
の
伸
び
率
を
H
1
2
実
績
値
に
乗

じ
て
算
出

有
収
率

　
需
要
想
定
エ
リ
ア
の
H
8
～
H
1
2
実

績
平
均
値
を
採
用

　
水

道
事

業
体

ご
と
に
、
有

収
率

の
実
績

値
及

び
有

効
率

の
推

計
値

を
基
に
算
出

　
水

道
事

業
体

ご
と
に
、
実

績
値

か
ら
の
回
帰
分
析
に
よ
り
推
計

　
S
5
5
～

H
1
2
実

績
を
踏

ま
え
て
設

定
　
地

域
区

分
ご
と
に
、
有

収
率

の
実

績
値
及
び
有
効
率
の
推
計
値
を
基

に
算
出

　
各
県
ご
と
に
、
H
1
2
実
績
値
と
同

値
と
設
定

負
荷
率

　
需
要
想
定
エ
リ
ア
の
H
8
～
H
1
2
実

績
平
均
値
を
採
用

　
水

道
事

業
体

ご
と
に
、
過

去
5
か

年
実

績
値

の
最

低
値

を
採

用
（
た

だ
し
異

常
値

と
考

え
ら
れ

る
も
の

は
除
外

）

　
地

域
区

分
ご
と
に
、
近

1
0
か

年
下

位
3
か

年
平

均
値

を
採

用
　
S
5
5
～

H
1
2
実

績
の

最
低

値
を
採

用
　
地

域
区

分
ご
と
に
、
過

去
1
0
か

年
実
績
値
の
最
低
値
を
採
用

　
各

県
ご
と
に
、
近

1
0
か

年
下

位
3

か
年
平
均
値
を
採
用

利
用
量
率

　
需
要
想
定
エ
リ
ア
の
H
8
～
H
1
2
実

績
平
均
値
を
採
用

　
こ
れ

ま
で
の

実
績

を
踏

ま
え
、
上

水
道

事
業

は
9
3
%
、
簡

易
水

道
事

業
は

9
0
%
と
設

定

　
事

業
計

画
に
基

づ
き
施

設
ご
と

に
設
定

　
S
5
5
～

H
1
2
実

績
の

平
均

値
を
採

用
　
実

績
を
踏

ま
え
、
北

勢
地

域
は

9
7
%
、
中

勢
地

域
は

8
9
%
と
設

定
　
各
県
ご
と
に
、
H
1
2
実
績
値
と
同

値
と
設
定

各
県

に
お
け
る
需

給
想

定
の

考
え
方

と
そ
の

結
果

に
つ
い
て

（
第

４
回

国
土

審
議

会
水

資
源

開
発

分
科

会
（
H
1
6
.5
.3
1
)資

料
よ
り
）

愛
知

県

概
要

　
名

古
屋

市
地

域
は

名
古

屋
市

が
、
名

古
屋

市
地

域
以

外
は

愛
知

県
が

推
計

。
愛

知
県

は
、
上

水
道

、
簡

易
水

道
及

び
専

用
水

道
を
対

象
と

し
て
、
地

域
区

分
（
尾

張
地

域
（
名

古
屋

市
除

く
）
、
愛

知
用

水
地

域
）
ご
と

に
、
S
5
5
～

H
1
2
実

績
に
基

づ
い
て
推

計
。
名

古
屋

市
は

、
上

水
道

、
簡

易
水
道
及
び
専
用
水
道
を
対
象
と
し
て
、
S
5
5
～
H
1
2
実
績
に
基
づ
い
て

推
計

。

　
上

水
道

を
対

象
と
し
て
、
地

域
区

分
（
北

勢
地

域
、
中

勢
地

域
）
ご
と

に
、
H
3
～
H
1
2
実
績
に
基
づ
い
て

推
計

。
な
お
、
水

道
事

業
の

広
域

化
等

の
観

点
か

ら
、
需

要
想

定
エ

リ
ア
内
の
簡
易
水
道
、
専
用
水
道

に
つ
い
て
は

、
H
2
7
ま
で
に
全

て
上

水
道
に
統
合
す
る
も
の
と
し
て
推

計
。
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２
．
工
業
用
水
の
需
要
想
定
方
法

(1
)需

要
想

定
方

法
項
目

長
野
県

岐
阜

県
三
重
県

（
参

考
）
国

土
交

通
省

水
資

源
部

　
国

土
交

通
省

水
資

源
部

の
試

算
方
法
及
び
試
算
値
を
採
用

　
全

事
業

所
を
対

象
と
し
て
、
地

域
区

分
（
岐

阜
地

域
、
大

垣
地

域
、
可

茂
、
益

田
地

域
、
東

濃
地

域
）
ご

と
、
3
業

種
分

類
ご
と
に
、
S
5
9
～

H
1
0
実
績
に
基
づ
い
て
推
計

　
3
0
人

以
上

事
業

所
を
対

象
と
し

て
、
各
県
の
需
要
想
定
エ
リ
ア
ご

と
、
3
業

種
ご
と
に
、
S
5
5
～

H
1
2
実

績
に
基
づ
い
て
推
計

愛
知

県
（
名

古
屋
市
工

業
用

水
道

を
除
く
）

名
古

屋
市
工
業
用
水
道

工
業
出
荷
額

　
国

土
交

通
省

水
資

源
部

の
試

算
方
法
と
同
じ

　
上

限
値

と
下

限
値

を
設

定
し
、
上

限
値
は
県
の
中
長
期
フ
レ
ー
ム
調

査
（
H
9
）
の
製
造
業
の
伸
び
率
、
下

限
値

は
内

閣
府

の
経

済
成

長
見

通
し
（
H
1
5
）
の
伸
び
率
を
基
に
推

計
。
な
お
、
需

給
バ

ラ
ン
ス
の

考
慮

の
際

に
は

、
上

限
値

の
伸

び
率

を
用

い
て
推

計
し
た
工

業
用

水
需

要
量

を
使

用
。

　
内

閣
府

（
H
1
5
）
、
国

土
交

通
省

国
土
計
画
局
（
H
1
4
）
の
経
済
成
長
見

通
し
を
基

に
推
計

　
名

古
屋

市
の

基
本

計
画

で
用

い
た
推

計
方

法
を
補

正
し
た
上

で
、

内
閣

府
の

経
済
成
長
見
通
し

（
H
1
6
）
を
基
に
推
計

　
地

域
区

分
ご
と
、
業

種
分

類
ご
と

に
、
三
重
県
の
経
済
フ
レ
ー
ム
（
H
9

策
定
）
を
基
に
時
点
修
正
を
行
っ
た

上
で
推
計

　
各
県
ご
と
に
、
内
閣
府
（
H
1
4
）
、

国
土
交
通
省
国
土
計
画
局
（
H
1
4
）

の
経
済
成
長
見
通
し
を
基

に
推
計

回
収
率

　
国

土
交

通
省

水
資

源
部

の
試

算
方
法
と
同
じ

　
地

域
区

分
ご
と
、
業

種
分

類
ご
と

に
、
こ
れ
ま
で
の

実
績

が
減

少
傾

向
又

は
横

ば
い
傾

向
の

業
種

は
過

去
最

高
値

を
採

用
し
、
増

加
傾

向
の
業
種
は
時
系
列
傾
向
分
析
に
よ

り
推
計

　
地

域
区

分
ご
と
、
業

種
分

類
ご
と

に
、
時
系
列
傾
向
分
析
に
よ
り
推

計

　
業
種
分
類
ご
と
に
、
H
1
0
～
H
1
3

実
績

の
平

均
値
と
し
て
設
定

　
地

域
区

分
ご
と
、
業

種
分

類
ご
と

に
、
H
1
2
実
績
値
と
同
値
と
し
て
設

定

　
各
県
ご
と
に
、
H
1
2
実
績
値
と
同

値
を
採
用

補
給
水
量
原
単
位

　
国

土
交

通
省

水
資

源
部

の
試

算
方
法
と
同
じ

（
工

業
出

荷
額

）
×

（
使

用
水

量
原

単
位
）
に
よ
り
使
用
水
量
を
算
出
し

た
上

で
、
回

収
率

等
を
基

に
推

計
。

使
用

水
量

原
単

位
は

、
地

域
区

分
ご
と
、
業

種
分

類
ご
と
に
、
逆

ロ
ジ

ス
テ
ィ
ッ
ク
曲
線
等
を
基
に
推
計
。

（
工

業
出

荷
額

）
×

（
使

用
水

量
原

単
位
）
に
よ
り
使
用
水
量
を
算
出
し

た
上

で
、
回

収
率

等
を
基

に
推

計
。

使
用

水
量

原
単

位
は

、
地

域
区

分
ご
と
、
業

種
分

類
ご
と
に
、
時

系
列

傾
向
分
析
に
よ
り
推
計
。

（
工

業
出

荷
額

）
×
（
使
用
水
量
原

単
位
）
に
よ
り
使
用
水
量
を
算
出
し

た
上

で
、
回

収
率
等
を
基
に
推
計
。

使
用

水
量

原
単

位
は

、
業

種
分

類
ご
と
に
、
H
1
0
～
1
3
実
績
の
平
均
値

と
し
て
設
定

。

（
工
業
出
荷
額
）
×
（
使
用
水
量
原

単
位
）
に
よ
り
使
用
水
量
を
算
出
し

た
上
で
、
回
収
率
等
を
基
に
推
計
。

使
用

水
量

原
単

位
は

、
地

域
区

分
ご
と
、
業

種
分

類
ご
と
の

想
定

値
を

H
1
2
実
績
値
と
同
値
と
し
て
設
定
。

　
各

県
ご
と
、
3
業

種
ご
と
に
、
S
5
5

～
H
1
2
を
回
帰
期
間
と
す
る
重
回

帰
モ
デ
ル
（
説
明
変
数
は
経
過
年

及
び
水
源
構
成
）
に
よ
り
算
出

補
給
水
量
の
う
ち

工
業
用
水
道
依
存
分

　
国

土
交

通
省

水
資

源
部

の
試

算
方
法
と
同
じ
（
工
業
用
水
道
依
存

分
は
な
し
）

　
地

域
区

分
ご
と
に
、
水

道
、
表

流
水

、
そ
の

他
は

H
1
0
実

績
値

と
同

値
と
し
、
地

下
水

は
地

盤
沈

下
の

状
況

等
を
踏

ま
え
、
適

正
な
地

下
水

揚
水

量
を
見

込
ん
だ
安

定
的

な
供

給
可

能
量

と
し
て
設

定
し
、
残

り
を
工

業
用

水
道

依
存

分
と
推

計

　
地

域
区

分
ご
と
に
、
工

業
用

水
補

給
水
量
の
水
源
構
成
の
H
1
2
実
績

等
を
基
に
推
計

　
工

業
用

水
道

が
占

め
る
割

合
の

H
1
0
～
H
1
3
実
績
の
平
均
を
工
業

用
水
補
給
水
量
に
乗
じ
て
算
出

　
地

域
区

分
ご
と
に
、
水

道
、
そ
の

他
は
H
1
2
実
績
値
と
同
値
と
し
、
表

流
水

、
地

下
水

は
こ
れ

ま
で
の

減
少
傾
向
よ
り
H
1
2
実
績
よ
り
1
%
／
年

減
少
と
し
て
設
定
し
、
残
り
を
工
業

用
水
道
依
存
分
と
推
計

［
工
業
用
水
補
給
水
量
の
試
算
値

が
H
1
2
実
績
値
よ
り
増
加
す
る
場

合
］
表

流
水

、
地

下
水

、
そ
の

他
は

H
1
2
実
績
値
と
同
値
と
し
、
水
道
は

工
業
用
水
と
同
じ
伸
び
率
を
乗
じ

た
も
の
と
し
、
残
り
を
工
業
用
水
道

依
存
分
と
推
計

　
名

古
屋

市
工

業
用

水
道

は
名

古
屋

市
が

、
愛

知
県

工
業

用
水

道
は

愛
知

県
が

推
計

。
た
だ
し
、
名

古
屋

市
地

域
は

同
市

工
業

用
水

道
の

み
で
な
く
県

工
業

用
水

道
か

ら
も
供

給
さ
れ

て
お
り
、
供

給
地
域
の
区
分
も

で
き
な
い
た
め
、
工

業
出

荷
額

、
回

収
率

、
使

用
水

量
等

に
つ
い
て
は

愛
知
県
に
お
い
て
需
要
想
定
エ
リ
ア
全
域
に
対
し
て
推
計
。
愛
知
県
に
お

い
て
は

、
4
人

以
上

事
業

所
を
対

象
と
し
て
、
地

域
区

分
ご
と
、
3
業

種
分

類
ご
と
に
、
S
5
5
～
H
1
2
実
績
に
基
づ
い
て
推
計
。
名
古
屋
市
に
お
い
て

は
、
3
0
人

以
上

事
業

所
を
対

象
（
工

業
出

荷
額

は
全

事
業

所
を
対

象
）
と

し
て
、
5
業
種
分
類
ご
と
に
、
H
1
0
～
H
1
3
実
績
に
基
づ
い
て
推
計
。

愛
知

県
　
3
0
人

以
上

事
業

所
を
対

象
と
し

て
、
2
つ
の

地
域

区
分

（
北

勢
地

域
、
中

勢
地

域
）
ご
と
、
3
業

種
分

類
ご
と
に
、
H
3
～
H
1
2
実
績
に
基
づ

い
て
推

計
。
な
お
、
工

業
出

荷
額

及
び
工

業
用

水
の

使
用

水
量

、
補

給
水
量
に
つ
い
て
は
、
H
1
2
年
度

に
三
重
県
が
実
施
し
た
水
需
給
調

査
に
お
け
る
工
業
用
水
の
需
要
予

測
方

法
を
ベ
ー
ス
に
、
時

点
修

正
を
行

っ
た
上

で
推

計
。

概
要
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地
盤

沈
状

（
濃

）
地

盤
沈

下
の

現
状

（
濃

尾
平

野
）

地
盤

沈
下

の
現

状
（
濃

尾
平

野
）

地
盤

沈
下

の
現

状
（
濃

尾
平

野
）
 

地
盤

沈
下

の
現

状
（
濃

尾
平

野
）

□
地

下
水

採
取

量
（
H

19
)は

約
１

６
億

３
で

あ
り

年
間

の
目

標
採

取
量

２
７

億
３

を
満

足
し

て
い

る
□

地
下

水
採

取
量

（
H

19
)は

約
１

６
億

ｍ
３

で
あ

り
年

間
の

目
標

採
取

量
２

７
億

ｍ
３

を
満

足
し

て
い

る
。

 
□

地
下

水
採

取
量

（
H

19
)は

、
約

１
．

６
億

ｍ
３

で
あ

り
、

年
間

の
目

標
採

取
量

２
．

７
億

ｍ
３

を
満

足
し

て
い

る
。

 
□

地
盤

沈
下

は
局

所
的

な
沈

下
箇

所
が

見
ら

れ
る

も
の

の
沈

下
量

は
僅

か
で

あ
り

沈
静

化
し

て
い

る
 

□
地

盤
沈

下
は

、
局

所
的

な
沈

下
箇

所
が

見
ら

れ
る

も
の

の
沈

下
量

は
僅

か
で

あ
り

、
沈

静
化

し
て

い
る

。
 

地
盤

沈
下

、
局

所
的

な
沈

下
箇

所
見

ら
れ

る
も

沈
下

量
僅

あ
り

、
沈

静
化

る
。

□
地

下
水

位
は

変
動

幅
が

少
な

く
上

昇
傾

向
で

推
移

し
て

お
り

粘
土

層
の

圧
密

沈
下

が
進

行
し

な
い

水
位

レ
ベ

ル
（
限

界
水

□
地

下
水

位
は

変
動

幅
が

少
な

く
上

昇
傾

向
で

推
移

し
て

お
り

粘
土

層
の

圧
密

沈
下

が
進

行
し

な
い

水
位

レ
ベ

ル
（
限

界
水

 
□

地
下

水
位

は
、

変
動

幅
が

少
な

く
上

昇
傾

向
で

推
移

し
て

お
り

、
粘

土
層

の
圧

密
沈

下
が

進
行

し
な

い
水

位
レ

ベ
ル

（
限

界
水

 
 

位
）
に

達
し

て
い

る
と

考
え

ら
れ

る
位

）
に

達
し

て
い

る
と

考
え

ら
れ

る
。

 
 

位
）
に

達
し

て
い

る
と

考
え

ら
れ

る
。

 
た

だ
年

標
採

量
を

満
も

水
時

短
期

的
な

地
水

採
量

増
加

る
地

水
位

低
□

た
だ

し
年

間
の

目
標

採
取

量
を

満
足

し
て

も
渇

水
時

の
短

期
的

な
地

下
水

採
取

量
の

増
加

に
よ

る
地

下
水

位
の

低
下

に
よ

 
□

た
だ

し
、

年
間

の
目

標
採

取
量

を
満

足
し

て
も

、
渇

水
時

の
短

期
的

な
地

下
水

採
取

量
の

増
加

に
よ

る
地

下
水

位
の

低
下

に
よ

り
地

盤
沈

下
面

積
が

拡
大

す
る

恐
れ

が
あ

る
り

地
盤

沈
下

面
積

が
拡

大
す

る
恐

れ
が

あ
る

り
、

地
盤

沈
下

面
積

が
拡

大
す

る
恐

れ
が

あ
る

。
 

 
 

 

【
地

下
水

位
と

地
盤

沈
下

状
況

】
【
地

下
水

採
取

量
の

推
移

】
【
沈

下
面

積
の

経
年

変
化

】
【
地

下
水

位
と

地
盤

沈
下

状
況

】
 

【
地

下
水

採
取

量
の

推
移

】
 

【
沈

下
面

積
の

経
年

変
化

】
 

【
】

【
】

【
積

経
変

】

１
以
上
の
沈
下
面
積

7
3
3
k

2
１

c
m
以
上
の
沈
下
面
積
=
7
3
3
k
m2

 

H
6

H
6 

【
限

界
水

位
試

算
】

【
水

時
盤

状
成

年
】

【
限

界
水

位
の

試
算

】
【
渇

水
時

の
地

盤
沈

下
状

況
（
平

成
６

年
）
】

【
限

界
水

位
の

試
算

】
 

【
渇

水
時

の
地

盤
沈

下
状

況
（
平

成
６

年
）
】
 

限
界

水
位

限
界

水
位

 

※
出
典
：
地
盤
沈
下
防
止

等
対
策
要
綱
に
関
す
る
関
係
府
省
連
絡
会
議
資
料

(
H
2
2
3
3
0
)

※
出
典
：
地
盤
沈
下
防
止

等
対
策
要
綱
に
関
す
る
関
係
府
省
連
絡
会
議
資
料

(
H
2
2
.
3
.
3
0
) 
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≪別紙１≫

濃尾平野、筑後・佐賀平野及び関東平野北部の地盤沈下防止等対策について

平 成 ２ ２ 年 ３ 月 ３ ０ 日
地盤沈下防止等対策要綱に関する
関 係 府 省 連 絡 会 議

１．標記の地域においては、これまでの取り組みにより地下水位は上昇し、地
盤沈下も沈静化の傾向に向かっている。

しかしながら、未だ地盤沈下の進行が認められる地域があることや渇水時
の短期的な地下水位低下により地盤沈下が進行する恐れもあり、引き続き、
以下の取り組みを推進することが必要である。

２．地下水採取に係る目標量（注）については、地盤沈下を防止し、併せて地下
水の保全を図るために達成又は遵守されるべき目標として継続する。
（注）地下水採取に係る目標量

関東平野北部 （保全地域） 年間４．８億ｍ３

濃尾平野 （規制地域） 年間２．７億ｍ３

筑後・佐賀平野（規制地域） 佐賀地区 年間 ６百万ｍ３

白石地区 年間 ３百万ｍ３

３．渇水時の短期的な地下水位低下による地盤沈下の進行に対応するため、地
下水の監視基準、地下水情報の共有化、沈下予測、対応体制等の地下水管理
方策について調査・研究を推進する。

４．調査・研究の推進にあたっては、国、関係地方公共団体等により構成され
る地盤沈下防止等対策推進協議会のより一層の活用を図る。

５．国は、標記の地域において、深刻な地盤沈下の発生等の問題の兆候がみら
れた場合には速やかに必要な措置をとるものとする。

６．関係府省連絡会議は、概ね５年毎に地盤沈下防止等対策等について評価検
討を行う。
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フルプラン需要想定エリアにおける水道用水・工業用水の水源別使用水量の推移 

35.0  

40.0  

平均取水

量合計

水道用水の水源別平均取水量の推移（木曽川水系） （m3/s） 

15 0

20.0  

25.0  

30.0  
量合計

ダム 

自流 

地下水 

0.0  

5.0  

10.0  

15.0  

S60 H2 H7 H12 H17 H19

その他 

S60  H2  H7 H12 H17  H19 
（注）指定水系分に限る 
   上水道のみの数値 

3500 

4000 
補給水量

（合計） 

工業用水

（千m3/日）  工業用水の水源別補給水量の推移（木曽川水系） 

2000 

2500 

3000 

工業用水

道 

水道 

地下水 

500 

1000 

1500  地表水・

伏流水 

その他 

需要実績調査を基に作成 

0 
S60  H2  H7 H12 H17  H19 

（注）30人以上の事業所ベースの数値 
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木曽川水系フルプラン関係県における地下水取水の状況 

800

900  

1,000  

1,100  

1,200  

長野県

木曽川水系関係県フルプランエリアにおける地下水平均取水量の推移（都市用水） （千m3/日） 

100

200  

300  

400  

500  

600  

700  

800   長

岐阜県 

愛知県 

三重県 

0  

100  

S60  H2  H7  H12  H17  H19 

400  
木曽川水系関係県フルプランエリアにおける地下水平均取水量の推移（水道用水） （千m3/日） 

100

200  

300  

長野県 

岐阜県 

愛知県 

900
木曽川水系関係県フルプランエリアにおける地下水平均取水量の推移（工業用水） （千m3/日） 

0  

100  

S60  H2 H7 H12 H17 H19

三重県

400  

500  

600  

700  

800  

900  
長野県 

岐阜県 

愛知県 

三重県 

（注）水道用水については、指定水系分の上水道の数値 
   工業用水については、30人以上事業所ベースの数値 

0  

100  

200  

300  

S60  H2  H7  H12  H17  H19 
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平
成

６
年

渇
水

に
お

け
る

木
曽

三
川

の
流

況
 

最
小

流
量

最
小

流
量

１
．

６
m

3
/
s 

平
水

流
量

の
平

均
値

 
1
3
5
.4

m
3
/
s 

渇
水

流
量

の
平

均
値

 
4
8
.9

m
3
/
s 

最
小

流
量

 
７

．
４

m
3
/
s 

平
水

流
量

の
平

均
値

6
4
.4

m
3
/
s

流

渇
水

流
量

の
平

均
値

 
2
4
.1

m
3
/
s 

最
小

流
量

 
０

m
3
/
s 

平
水

流
量

の
平

均
値

 
4
7
.8

m
3
/
s 

渇
水

流
量

の
平

均
値

 
1
1
.0

m
3
/
s 

平
水

流
量

：
1
年

を
通

じ
て

1
8
5
日

は
こ

れ
を

下
回

ら
な

い
流

量
 

渇
水

流
量

：
1
年

を
通

じ
て

3
5
5
日

は
こ

れ
を

下
回

ら
な

い
流

量
 

最
小

流
量

：
1
年

を
通

じ
て

最
小

の
流

量
 

 平
均

値
は

昭
和

5
1
年

～
平

成
1
9
年

の
3
2
年

間
の

調
査

結
果

を
も

と
に

算
出
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